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  2022年 9月 1日 

 

三井不動産株式会社 

インドネシアで 3物件目となる分譲住宅事業 

「ジャバベカスポーツシティ」内の 3区画（計 808戸）に参画決定 

三井不動産株式会社（所在：東京都中央区、代表取締役社長 菰田正信） は、「MITSUI FUDOSAN (ASIA) PTE. LTD.」

（三井不動産アジア株式会社、所在地：シンガポール）を通じて、現地大手デベロッパー ジャバベカ社の 100%子会社である

PT. Grahabuana Cikarang 社（グラハブアナ チカラン社、以下「GBC 社」）と共同事業契約書を締結し、インドネシア ジャカ

ルタ都市圏内に位置するベカシ県における分譲住宅事業｢ジャバベカスポーツシティ｣内の 3 区画（計 808 戸）への参画を

決定したことをお知らせします。なお、本事業は GBC社と三井不動産アジア社との合弁会社を事業会社として推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事業は、約 8.5haの広大な敷地に広がる、3 区画（総戸数 808 戸）からなる現地実需層向けの分譲住宅（うち一部は低

層店舗区画となった「ショップハウス」）事業です。新型コロナウイルス感染症の流行を契機として、インドネシア現地でもさらな

る高まりを見せている健康維持・増進を目的としたスポーツへの関心を反映し、敷地内にはテニスコートやバスケットボールコ

ート、スケートパーク等のスポーツ共用施設を併設することで、ウェルビーイングを実現した居住環境を目指します。 

なお、本事業は、2013年に参画した｢チトラレイクスイーツ（マンション）｣、｢チトララヤ（戸建住宅）｣に続き、当社グループに

とってインドネシアで 3物件目となる住宅分譲事業です。 

インドネシアは、約 2 億 7000 万人の人口を背景として今後安定的な経済成長が見込まれ、住宅市場規模のさらなる拡

大が期待できる有望なマーケットです。当社グループは、これまで国内で培ってきた不動産開発のノウハウを最大限に活か

し、インドネシアにおけるさらなる事業機会獲得を目指してまいります。 

 

 三井不動産グループのインドネシアにおける 3物件目の分譲住宅となる新規事業 

 現地の大手デベロッパー ジャバベカ社の子会社である GBC社と初の共同事業 

 今後もインドネシアにおいて分譲住宅事業の拡大とともに、他のアセットクラスへの事業展開を目指す 

本リリースのポイント 

完成予想 CG 「ジャバベカスポーツシティ」 完成予想 CG 
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■立地について 

本事業が位置するベカシ県は、工業団地が多く集積し、そこで働くワーカーをはじめとした中間層向けの住宅需要が高まっ

ているエリアです。本事業の計画地は、ジャカルタ中心部から南東約35km（車で約1時間）に位置し、現地の大手デベロッパー 

ジャバベカ社が 1989 年の創立以降、30 年以上をかけて発展させてきた工業団地を中心とした開発エリア KOTA 

JABABEKA（コタ・ジャバベカ）内にあります。KOTA JABABEKA は約 5,600ha の規模を誇り、住宅・商業施設・ゴルフ場やス

タジアムを備えた複合型タウンシップです。今後は LRT や MRT の始発駅が域内に整備される計画（2023 年以降順次開通

予定）もあり、更なる生活利便性の向上が期待されます。 

 

■GBC社について 

本事業の共同事業者である GBC 社は、インドネシア大手デベロッパーの一社であるジャバベカ社の子会社であり、KOTA 

JABABEKAをはじめとしたタウンシップ開発で豊富な実績を有しています。 

 

■三井不動産の海外事業について 

 当社グループは、グループ長期経営方針「VISION 2025」にて「グローバルカンパニーへの進化」を掲げており、今後も海外

事業の飛躍的な成長を目指しています。これまでに欧米諸国・中国・台湾・東南アジア・オーストラリア・インドなどでも事業を

展開しています。インドネシアにおいては、これまで分譲住宅事業を推進してきました。今後も更なる事業拡大を目指してま

いります。 

 

【計画概要（予定）】 

名称 ジャバベカスポーツシティ内 3区画（区画名称未定） 

所在地 インドネシア共和国 ベカシ県 

交通 ジャカルタ CBD(中心部)まで約 35km（車で約 1時間） 

敷地面積 約 85,500㎡ 

総戸数 808戸 （戸建：622戸、ショップハウス：186戸） 

スケジュール 

 

2022年 8月 販売開始 

2023年 2月 本体工事着工 

2027年    引渡完了 

 

【位置図】 
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【添付資料】 三井不動産グループの SDGｓへの貢献について 

https://www.mitsuifudosan.co.jp/esg_csr/ 

三井不動産グループは、「共生・共存」「多様な価値観の連繋」「持続可能な社会の実現」の理念のもと、人と地球がとも

に豊かになる社会を目指し、環境（E）・社会（S）・ガバナンス（G）を意識した事業推進、すなわち ESG 経営を推進しておりま

す。当社グループの ESG経営をさらに加速させていくことで、日本政府が提唱する「Society 5.0」の実現や、「SDGs」の達成

に大きく貢献できるものと考えています。また、2021年 11月には「脱炭素社会の実現」、「ダイバーシティ＆インクルージョン

推進」に関し、下記の通りグループ指針を策定しました。今後も、当社グループは街づくりを通じた社会課題の解決に向けて

取り組んでまいります。 

 
【参考】 ・「脱炭素社会実現に向けグループ行動計画を策定」 

https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/news/2021/1124/ 

・「ダイバーシティ&インクルージョン推進宣言および取り組み方針を策定」 
https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/news/2021/1129_02/ 

 

＊本リリースの取り組みは、SDGs（持続可能な開発目標）における 3つの目標に貢献しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

目標 3 すべての人に健康と福祉を 

目標 11 住み続けられるまちづくりを 

目標 17 パートナーシップで目標を達成しよう 

https://www.mitsuifudosan.co.jp/esg_csr/
https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/news/2021/1129_02/

